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研究主題  

 

共通主題 協働して、よりよく生きようとする児童・生徒の育成 

       ～安定と柔軟性がある学級集団づくりを通して～ 
 

＜厨川中学校区 ３校共通の視点＞ 
（生徒指導を基盤として） 

《「生徒指導」の実践上の視点を活かす》 

 →リアクティブからプロアクティブな指導支援へ 

 →予防的生徒指導から成長を促す「開発的生徒指導」へ 

 →あらゆる教育活動と生徒指導を関連付ける 

 
 

大新小学校の取組 

１ 児童の実態から 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 

 

２ 中心的研究内容  <算数科の授業改善を中心として> 

（1）目指す子どもの姿：豊かな学びをつくる児童   キーワード：「伝え合い、学びを深める」 

ア 知識・技能の習得 

目的意識をもち、主体的かつ協動的に課題を解決する中で、基礎的基本的な学習内容とそれを支 

える力を確かに習得している。 

イ 思考力・判断力・表現力の習得 

   身に付けた力を家庭学習や実生活の中で活用し、生きてはたらく力として強化している。 

ウ 学びに向かう力、人間性 

   よりよい人生を切り拓くために、自己を高める豊かな学びをつくろうとしている。 

エ 共感的な人間関係 

   自他の個性を尊重し、相手の立場にたって考え、認め合い・励まし合い支え合う。 

１ Ｒ５全国学調 質問紙の結果から 

・「自分にはよいところがある」について肯定的回答は 87.5%（全国比 106）と高めである。 

・「学級の友達との間で話し合う活動を通じて、自分の考えを深めたり、広げたりすることが 

できていますか」についての肯定的回答も 85.2%(全国比 104)と高めである。 

２ 各種調査結果・校内アンケートから 

・算数において説明する問題について正答率が低めである。 

・「学級の他の児童に自分の考えを説明する」についての肯定的回答が低めである。 

 

生徒指導の実践上の視点 

１ 自己存在感の感受 

２ 共感的な人間関係の育成 

３ 自己決定の場の提供 

４ 安全・安心な風土の醸成 

本研究を通して 

生徒指導提要実践上の視点「２ 共感的な人間関係の育成」を算数科の授業改善の視点

として位置付け、そのことを通して、児童に自信をもって考えを伝え合う力を育成し、豊

かに学び合うことを通して、他者と協働し、よりよく生きようとする児童を育成したい。 

 



３ 具体的手立て  

(1) 伝え合う活動の意図的な位置付け 

※ 育てたい力（考える・伝え合う・深める）における発達段階に応じためざす子ども像に、めざ

す学級集団の姿を位置付ける。＜共感的な人間関係の視点を挿入＞ 

(2) 数学的な見方・考え方を働かせるための指導の工夫 

(3) 単元の指導計画（指導と評価）の工夫 
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  めざす  
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※ 

共感的な 

人間関係にある

学級・授業  
 

考える 伝え合う 深める 

低
学
年 

算 

数 

・具体物, 言葉や

図 を 使 い な が

ら，自分の思い

や考えをもつ。 

・具体物，言葉や 

図を正しく使っ 

て説明する。 

・互いの考えや思いの 

よさに気付いたり，そ 

れを受けて話をつな 

いだりしながら，より 

よく，課題を解決して 

いる。 

・わからないこ 

とや疑問に思っ 

たことを他の児 

童の考えを聞い 

て解決できてい 

る。 

〇互いに認め  

合い・励まし合

い・支え合う学

級  

 

〇失敗を恐れ  

ない、間違いや

で き な い こ と

を笑われない、

むしろ、なぜそ

う思ったのか、

児 童 同 士 が 互

い に 関 心 を 抱
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※ 生徒 指導  

提 要よ り  

 

 

中
学
年 

算 

数 

・テープ図，線分 

図，図，表，言 

葉の式などを根 

拠に，それらを 

活用して，自分 

の思いや考えを 

まとめる。 

・テープ図，線分 

図，図，表，言葉 

の式などをもと 

に，それらを活 

用し，簡潔，明瞭, 

的確に説明する。 

・互いの考えや思いの， 

違いや共通点に気付 

き，自分の考え方に取 

り入れたり，新しい方 

法で課題を解決した 

りし，自分の思考の幅 

を広げている。 

・自分と違う見方 

や考え方に気付 

き、自分の考え 

を広げることが 

できる。 

高
学
年 

算 

数 

・図，表，式，数 

学的な言葉や記 

号をもとに，自 

分の思いや考え 

を，根拠を明ら 

かにしながらま 

とめる。 

・図，表，式，数 

学的な言葉や記 

号をもとに筋道 

立てて分かりや 

すく効果的に説 

明する。 

・互いの考えや思いの 

多様性を尊重しなが 

ら，自分の思考や思い 

を再構築したり深め 

たりする。また，一定 

の結論導き出したり， 

学びを次の活動や実 

生活に活かしたりし 

ている。 

・自分と違う見方 

や考え方を尊重 

しながら、自分 

の思いや考えを 

深めることがで 

きる。 

 


